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ABSTRACT 

 

Green spaces are considered to be an effective way of mitigating the urban heat island effect. The reduction in 

wind speed behind trees and buildings modifies the environmental conditions or microclimate. This phenomenon is 

known as the Hidamari effect. In this study, we developed the practical measurement method, and we applied it for 

understanding the effect of wind speed reduction by trees in green space on the temperature field. 
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１. はじめに 

 

1-1.  背景 

近年，都心部においてはヒートアイランド現象が問題と

なり，その対策として植樹や壁面緑化といった緑化策が推

進されている 1）．樹木の日射遮蔽や蒸散作用といった熱環

境改善の効果が明らかになっている一方，植樹において樹

木の配置や樹高，密度によっては風速の減少などにより熱

環境の悪化を促進させる懸念も指摘されている 2)．気象観

測点を例にすると，樹木の成長や周辺の建物によって観測

点周辺の風が弱まり，地表面温度と気温に影響を与える日

だまり効果が起きていることが明らかとなっている 3,4,5,6）． 

日だまり効果は近藤らによって，周辺の風が弱められる

ことで日平均気温，特に地温が上昇する現象 3)と定義され

ている．この日だまり効果は都市内でも発生し，特に周辺

が樹木や建物に囲まれた空間では熱環境において重要な課

題となることが予想される．よって日だまり効果の確認は

気象観測点周辺(都市中心部，郊外，山間地内)の樹木の管

理のみならず，周囲条件の異なる地域のランドスケープ計

画において，熱環境改善に有効な植樹計画のための指針へ

とつながると考えられる．しかし，地表面は場所によって

被覆状態が異なるため，様々な要因が複雑に混在する屋外

において風速の減少(変化)によって日だまり効果が発現す

るか否かを確認するためには，あらゆる地点でより簡易的

な測定手法が望まれる． 

 

1-2.  本研究の既往研究との位置づけ・目的 

 緑地の存在は夏季の熱環境において涼しい空間の形成要

因として考えられてきた．緑地の熱環境改善効果としては，

夏季夜間に生成される冷気のにじみ出し，冷気流の影響が

確認されている 7,8）．しかし，日中では日射もあり風が不安

定なために冷気の生成は難しく，熱環境が最も悪化する日

中において効果は期待できない 9)．日中における樹木の熱

環境改善効果は蒸散作用とともに，樹冠部による日射遮蔽

効果が大きい．樹木に覆われた空間では，樹木の日射遮蔽

効果によって低温な熱放射場が形成され，緑地内が熱的快

適性の高い空間を形成していることが示されている 10,11）．

しかし，日射遮蔽効果の影響がない空間では，日中の緑地

による気温低減効果は確認されていない． 

 防風林の減風による昇温効果に関する研究は，農業気象

学の分野で古くから行われている 12）．しかし，都市環境の

観点から人々の生活空間内における影響は考察されていな

い．さらに，屋外の地表面は日射量や地表面被覆，含水率，

粗度等が場所によって異なるため，風速の変化だけでは地

表面温度や気温は決定しない．この点に関して，地表面状

態が比較的均質である灌水期の水田に注目し，屋敷林周辺
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の水田の水温分布を航空機熱画像より観測した研究がある
13)．その結果より，屋敷林の風下側に明確な水温上昇が確

認されている．しかしながら，水田という限定された土地

被覆であり，一般的な土地被覆や都市空間などにおいて，

正しく風速の変化のみを捉えた日だまり効果の確認は難し

い状況である． 

以上を踏まえると，日だまり効果を正しく抽出すること

は，熱環境改善計画の一つの指針として重要な知見となる

と考えられる．しかし，上記の通り地表面の状態が多様な

屋外では日だまり効果を抽出するには至っておらず，風環

境や地表面状態の異なる別のフィールドであっても簡易に

日だまり効果の強度を求めることが可能となれば，都市の

どのような場所で日だまり効果が発生しやすいかといった

現象の理解や熱環境対策を進めるにあたり重要な情報にな

ると考える．また，日だまり効果の正しい抽出には，温度

を決定する条件の多い気温よりも日射・風速の条件に限定

して測定できる地表面温度に着目することが望ましいと考

える． 

そこで本研究では，樹木による風速の変化に伴う日だま

り効果による地表面温度へ影響を実験的に確認する簡易測

定装置を開発するとともに，実際の広場に測定装置を適用

し，緑地の日だまり効果を推定することを目的とする． 

 

1-3.  本研究のプロセス 

 図 1 に日だまり効果のメカニズムを示す．屋外の地表面

温度に影響する要素としては日射 S↓と大気放射(下向き長

波放射)L↓から反射を減じた入力放射量 R↓が，顕熱輸送量 H，

潜熱輸送量ιE，大気放射(上向き長波放射)σTS
4，地中伝導

熱 G に変換される．その中で顕熱輸送量 H と潜熱輸送量ι

E は周囲の風速(対流)の強さによって輸送量が変化し，そ

の収支から地中伝導熱量Gに差が生じる．日だまり効果は，

周囲樹木による防風効果により樹木近傍の対流が減少する

ことで地中伝導熱量 G が大きくなり，地表面温度を上昇さ

せ，周囲気温に影響を及ぼす効果である．よって，地表面

温度を調べることで日だまり効果を抽出可能である．  

屋外の熱収支実測において地表面温度上昇の分析には弱

風条件と強風条件の各測定点において地表面の被覆材料と

状態に応じた水分量や傾度を確認し，同等な容積のなかで

熱収支測定を行う必要がある．また，地表面の成分や含水

率，傾度や粗度を確認したうえで長短波放射収支や顕熱・

潜熱フラックス，地中伝導熱といった熱収支を多くの機器

を用いて測定し分析する必要となる．しかし各観測点にお

ける周囲の熱収支要素である日射，風速，水蒸気量はそれ

ぞれの状態が異なり，風速の減少による温度影響のみを抽

出することは難しい．そこで，本論の目的である日だまり

効果の強度をあらゆる地点で測定するため，1)日射量と風

速の変化によって状態が変化し，熱容量が他より大きく，

温度変動が小さい媒体(水)を用意して実験を行う．実験結

果より試験媒体の水温変化の特性を確認した上，2)防風林

による広場内の風速変化が確認できる場所で実際の水温の
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図 1 表面熱収支式と日だまり効果のメカニズム 
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図 2 試験装置の仕様 

 

表 1  各物質のパラメータ 14) 

 

 

 

 

 

 

弱風点 強風点

 

図 3 弱風点・強風点の実施状況 

 

変化を確認し，日だまり効果の抽出を試みる． 

 

２.簡易測定装置の開発 

 

2-1. 測定原理 

本測定装置では直径 160 ㎜(外径 170mm)，深さ 30 ㎜の試

験皿に 400ml の水を入れた試験皿を使用する．試験皿の内

熱容量cGρG 熱伝導率λG

(J/m3K)×106 (W/mK)

乾燥砂地・粘土 1.3 0.3

湿り砂地・粘土 3.0 2

アスファルト 1.4 0.7

水 4.18 0.57

空気 0.0012 0.025

地面の状態
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面は周囲からの放射の影響による測定誤差を小さくするた

めに黒色塗装とし，水深は 20mm として地表面勾配の水平

補正 10mm を考慮する．試験装置の水面高さは地面からの

熱伝導の影響がないよう 100mm 以上空間を設ける．本測

定では装置の製作上 160mm としている． 

測定機の精度について，距離対測定範囲は測定距離：測

定範囲=1:1 であり，対象物と測定器の距離=測定範囲とな

る．そのため試験皿の直径は実際の測定距離かつ周囲から

の放射の影響がない範囲で選定し，今回は 160mm とした． 

試験皿を風速が異なる地点に設置し，その水温上昇から

日だまり効果を確認する．今回の試験装置は試験容器を黒

色に塗装しており，上向き短波放射(アルベド)を 0として

熱収支を計算する．そのため，水温の上昇エネルギーは地

中伝導熱 G から顕熱・潜熱輸送量 H・ιE を除した数値と

して分析する． 

以上より地表面温度は，入力放射量 R↓や蒸発効率 β，顕

熱交換速度 CHU に依存し，物質を水に統一することで，各

地点における日だまり効果の影響を確認することができる

と考えた (表 1) ．また，水面は水平を保つことができるた

め，本研究では水温を代表例とした． 

 図 2 に試験皿の概要を，図 3 に弱風点・強風点の実施状

況を，表 2 に試験皿の確認実測の概要を示す．温度測定で

は，水中と表面では日照や対流による応答が異なると考え

られるため，試験皿内の水面位置にサーミスタセンサーを

設置して水面温度を測定し，放射温度計による温度を水温

として測定する． 

日だまり効果は，風速比（弱風/強風）に依存する．熱収

支を用いた日だまり効果の確認のため，顕熱輸送量 H，潜

熱輸送量ιE は水平方向の風速によって求めるバルク法に

て算出する．本報では顕熱・潜熱輸送量の算出についてバ

ルク法を用いるが，水面の熱輸送においては風上側の地表

面の条件は入力せず，水面(バルク輸送係数：0.00145)とし

て定め，熱輸送の計算式に入力する．バルク輸送係数につ

いて，フェッチが十分取れない場合は，フェッチが取れて

いる場合と比べ，顕熱・潜熱輸送量ともに過大評価となる

が，顕熱・潜熱輸送量の相対的な比較は可能である． 

地中伝導熱 G は熱収支法により，熱収支の残差によって

求める．本簡易測定装置によって風速に依存した日だまり

効果が抽出できることを確認するために，以下では水温の

風速依存性の確認，媒体を変更した場合の表面温度の影響，

風速比と表面温度との関係を実験により分析する． 

 

2-2． 水温の風速依存性の確認 

 風速に依存した試験皿の水温変化を確認する実験を行っ

た．測定日条件として、晴天日で日射が得られる時間が対

象となる．実験地では衝立の設置による防風とファンによ

る強制送風によって，意図的に風の弱い地点（以下弱風点）

と風の強い地点（以下強風点）をつくり，比較した．また，

測定日の日射量は平均 200W/m2であり，測定時間の 7 時間

では強風点にて 0.16mm/m2 程度の水量減であったと想定し， 

表 2 試験皿による測定概要 
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水温に大きく影響を及ぼすものでないと判断している． 

図 4 に実験の結果を示す．図 4（a），（b）より，入射日

射量の増加によって弱風点の水温は上昇し，気温との差が 

大きくなる．日射量の最大値が 12 時頃に対し，水温差は

13 時頃に最大となる．これは，水温と気温の日変化に位相

のずれが生じるためであり，文献 15）に示される地表面温

度と気温の日変化と一致する． 

風速による温度変化の傾向は，風速比（弱風点風速/強風

点風速）による水面温度の変化の応答が早く，1 分の測定 

間隔で風速比による水温の影響が確認できる． 

図 4（a），（c）より，風速比が小さい時に弱風点と強風 

図 4 試験皿(水)の実験結果(2012/1/6) 
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点の水面温度差が大きくなった．また，水面温度と気温の

差が 0 に近づくと，水面温度差は確認できなくなった．ま

た，水温と水面温度では，放射温度計で測定した水温の方

が 1℃程度高く測定されるが，傾向は同じであった．その

ため試験媒体を水で測定すれば，風速変化の応答は大きく

なく，60 分程度の測定間隔で測定をしても日だまり効果の

影響を確認することは可能であると示された， 

図 4（b），（d）より，風が強く吹くことによって水温の

上昇量に変化が生じ，それに伴って顕熱輸送量 H，潜熱輸

送量ιE，長波放射量σTS
4，地中伝導熱 G に変化が生じて 

いる．よって，風速の増加が水面温度の降下要因となり，

顕熱・潜熱輸送量の増加によって地表面に与えられるエネ

ルギー(地中伝導熱 G)が小さくなっていることが分かる． 

以上より，日だまり効果による表面温度の上昇は，日射量，

風速に依存していることが示され，本実験では強風点と弱

風点で最大 7℃の水温差が確認された．  

 

2-3． 物質を変更した場合の表面温度上昇量 

 地表面の物質を変更した場合の試料として，水以外の物

質においても表面温度の上昇の程度，熱収支の影響を確認

する．本実験では，水との比較として，蒸発効率 β≒0 の乾

燥土壌を選定したのは，実際の地表面は 0＜β≦1 であるた

め，顕熱輸送量 H が最も高い場合で検討するためである．

アスファルトを選定したのは，都市において最も多い地表

面は道路の舗装に用いられるアスファルトと考え，本研究

の対象とした．熱収支計算では，蒸発効率 β≒0 であるため，

潜熱輸送量ιE は無視して計算を行った． 

 図 5 に物質を乾燥土壌とアスファルトに変更した際の図

4 と同様の実験結果を示す．測定日時，測定地は図 4 と同

様の条件である．この例では，風速の違いによって日中は

最大 10℃程度の表面温度差が生じた．12 時に表面温度が下

がったのは，同時間帯で雲量が増えたためである．また，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

風速比が最も大きい 11 時頃で各物質とも 10℃程度の温度

差となった．さらに，アスファルトの表面温度は日射量の 

変化への依存が大きく，曇天時には 1 時間で 5℃程度下が

るが，乾燥土壌ではアスファルトほどの変化は大きくなか

った．これは，物質のアルベドによる入力放射量の違いが

大きく関わるためであり，文献 15）による理論と一致する．

よって，乾燥土壌やアスファルトといった熱容量の比較的

小さい物性では入力放射量 R↓の影響が大きく，その変化に

合わせて表面温度の変化が大きい．風速によって顕熱輸送

量 H に差が出ており，温度差は大きくなっている．そのた

め，日だまり効果の要因となる地中伝導熱 G は小さいと考 

えられる． 

 

2-4． 風速比と表面温度差の関係 

図 6 に水面と乾燥土壌における風速比と表面温度差の相

関図を示す．ただし，水温（地温）と気温の差が 5℃未満

となると，顕熱・潜熱輸送量が小さくなり風速比との相関

関係が見られないため，5℃以上を示した時の値を用いてい

る．この時，顕熱輸送量の大小関係が逆転する時間は見ら

れなかった．同図より，風速比が小さい（風速差が大きい）

と温度差は大きくなり，風速比が大きい（風速差が小さい）

と温度差は小さくなる傾向にある．さらに，温度差と風速

比には指数関数的関係が確認された．よって，風速比が小

さくなることにより，温度差は指数分布的に大きくなるこ

とが確認でき，水面温度変化においては図 6 中の式(6)によ

って風速比から日だまり効果の影響を確認することができ

る．例えば，風速比が 0.5(風速が半分)となると水面温度差

は 1.45℃上昇することになる．また，乾燥土壌では，潜熱

輸送の影響が無視できるために温度差は大きくなる注 1）． 

以上の結果より，試験皿中の物質は日射量，風速に大き

く依存して地表面温度を決定していることが確認できた．

これは，1-3 で述べた地表面熱収支の理論と一致し，本簡

易測定装置を用いて測定することで，日だまり効果を定量

図 6 風速比と表面温度差の関係 

 図 5 試験皿(土・アスファルト)の実験結果(2012/1/6) 
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的に求めることができることが確認された． 

 

 

３. 緑地広場における日だまり効果の確認 

 

前章で開発した装置を用いて，実在する緑地広場にて日

だまり効果を確認するための屋外実測調査を行う．本研究

では，石川県金沢市の市街地に位置する金沢城公園周辺の

緑地（約 69ha）を対象地とする（図 7）．金沢城公園周辺の

緑地は都市内部に位置し，金沢市が保全区域に指定する重

要な緑地である．この緑地では，夏季夜間において生成さ

れる冷気流が市街地へ流れることにより，市街地の熱環境

緩和効果があることが確認されている 16)．また，金沢城公

園内においては樹木に囲まれた広場が存在し，その樹林(平

均樹高 20m)が防風林の効果を持っていることが推測され

る． 

 

3-1． 実測の方法 

日射の遮蔽効果の少ない広場において，樹木の日だまり

効果の発現が推測される．そこで，金沢城公園新丸広場に

おいて日だまり効果の確認実測を行った（表 3）．図 8 に示

す通り防風林となる樹木近くを起点に，15m 間隔で樹木か

ら離れていくように計 6 点の試験皿を設置した．設置位置

の選定については次節にて説明する．試験皿の媒体は前述

の実験にて日だまり効果の確認に有利な水を用いた．実測

は晴天で日中に測定装置にて風速が測定できる日を条件と

し，実測日の状態を定点測定，測定装置毎の状態を移動実

測にて記録した．  

 

3-2． 樹林による風速低減域の推定に基づく試験皿設置位

置の決定 

近藤の風速低減域の報告 17）より，実測地の防風林とし

ての効果範囲を求める．防風林の効果は北風となった日

(2011/8/10,12)の現地樹林の樹高 h と風下距離 x の各測定点

における実測値から新丸広場の風速低減比を求めると図

9(a)が作成できる．ただし，風上風速は金沢城公園から直

線距離約 3km 離れた気象台（地上高さ 50m）としたため（図

7），風速比（風下側の距離別風速/風上側風速）は過小評価

されていることを考慮する注 2）．ここで，風速低減域は風下

距離 x 樹高 h の割合で求めている． 

新丸広場の防風林は密度が高く，防風林となる北側の樹

木から南下約 120m まで開けた広場であり，120m 以南は芝

の丘陵地となっている．そのため，図 9(a)より，防風林と

なる樹木から離れると風は強くなるが，100m 程離れると

風が弱くなっている．この結果より，新丸広場では風下距

離 75m 程で風速は最大となり，樹木側に近づくにつれて日

だまり効果によって地表面温度が上昇すると推測できる．  

 以上の結果に基づき，新丸広場において北側防風林から

芝生面の 0～75m 地点まで 15m 間隔で試験皿を計 6 点設置

した（図 8）．ただし，試験皿は地表面における媒体の温度・ 

N
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図 7 実測対象地 石川県金沢市 

 

表 3 実測概要 
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15m

30m
45m

60m
75m

平均樹高
約20m

北側の樹木（0m地点から北向きに撮影）

航空写真と測定ライン
出典:(C)Mapbox,(C)OpenStreetMap,(C)Yahoo Japan

 

図 8 日だまり効果確認実測の測定点 

 

 

図 9 新丸広場における風下距離と風速変化 

 

風速条件以外を均一化するための装置であり，測定装置の

水温上昇においては日射による下向き短波放射が強い影響

を与えるため，日射の遮蔽に影響がない南側へ測定点を設

ける．15m 地点以降の天空面の樹木率は大きくなく，また

樹木の表面温度は気温相当であることを熱画像撮影にて事

前調査を行っている．よって，下向き長波放射は大きく影

響を及ぼさず,  風速以外の熱収支条件は各測定点で同様

測定日 測定項目 機材 測定精度 測定間隔 備考

表面温度 放射温度計 ±2.0℃ 1hour
照り返し防止の遮
蔽板を取り付けて
測定

風速 熱線風速計 ±0.1m/s 5sec

2011/11/23,
27,28
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と考えて分析する． 

0m 地点の試験皿のみ，樹木直下のため日射の遮蔽効果

が考えられるが，その他の地点では日射の遮蔽効果は得ら

れない地点となっている．  

また，図 9(b)では各測定点における風上からの風速低減の

割合を示す．この風速低減の割合に基づき，各測定点の風

速の差を求める． 

 

3-3． 実測結果 

 前節の風速の低減域の調査から，樹木から 60～75m 程で

風速が最大になっていることが確認できているため，75m

点までの測定点において各時間で 5 分間の平均風速を記録

する移動実測を行った．水温の測定では，75m 点を基準と

して各地点の水温差を確認する． 

 図 10 に測定期間中に最も日だまり効果の影響が確認さ

れた 2011 年 11 月 27 日の結果を示す．日射が最大となった

11 時では，15m 地点と 75m 地点の水温差が 1.5℃となり，

0m 地点を除き樹木から離れるにつれて水温が低下してい

た．0m 地点では直上の樹木によって日射が遮蔽されたた

め，他の地点より水温は低くなり，水温の変化量も小さく

なった．主風向は 10 時～11 時頃までが北風となっている

ため，北側樹林の防風による日だまり効果が得られた．し

かし．12 時以降も日射量は比較的大きいが，南風となった

ことで水温差も小さくなり，日だまり効果は確認されなか

った． 

実測結果が日だまり効果の影響であることを確認するた

めに，図 11 より日だまり効果が確認された時間帯の各試験

装置の温度変化を 3 章の実験結果の回帰式と重ね比較する．

ここで，各測定点の風速比の割合は図 9(b)を用いている．

試験装置の水温変化は図11で確認できるように3章の実験

結果に基づく変化と一致した傾向を示しており，試験装置

による水温変化は日だまり効果による影響であることが確

認できる． 

以上より，試験皿の実験による水温の風速依存性と新丸

広場の風速低減域から，新丸広場では樹木が防風効果を発

揮する風向条件の場合に日だまり効果が発生していること

が確認できた． 

 

 

４.考察 

 

 本報は屋外の風速減少による表面温度及び熱収支変化を，

試験体を用いて実測し，その装置の妥当性を示したうえで

樹林の日だまり効果を確認した研究である． 

 屋外の実測においては，多様な要因が温熱環境に影響を

与えている．その中で，試験皿を用いて地表面温度変化に

着目し，熱収支傾向を抽出することが地表面温度の周囲気

温に及ぼす影響を特定するための資料となると考えている．  

 2 章の実験結果から異なる地点の熱収支は風速(比)の差

により起因する顕熱・潜熱輸送量の差によって水温(地中伝 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10  北側樹林と距離別の水温差の時間変化(2011/11/27) 

 

 

図 11  風速比と測定装置の水温差の関係(2011/11/27 11:00) 

(回帰曲線と回帰式は図 6(a)のものを記載) 

 

導熱)が上昇することでバランスを保つ．よって試験装置は

日射量等の条件が同一の場合において，緑地広場に適用可

能であり，実測結果も熱収支の理論に整合的なものである

ことが確認できる．しかし，より有効性を高めるうえでは，

熱収支(フラックス)に基づく詳細な測定装置による分析と

の比較についても重要な課題と考えており，今後の課題と

して進めていきたい．また，3-2 節の試験装置の実験によ

る風速比と熱収支の関係から，樹木から離れた地点では顕

熱・潜熱輸送量の増加が推測できる．これは風速量の増加

とともに顕熱輸送量が増加することで装置の水温に変化を

与えると考えられる． 

 試験装置の実験では蓄熱，蒸発効率，傾度を均一化して

熱収支測定を行い，風速の増加・減少による水温の変化に

関する知見を得ることができた．その他の影響(例えば，実

際の地表面における日だまり効果の強度や気温に与える影

響)について分析を加えることは，屋外微気候の把握を行う

上で不足している事項であり，今後の課題として進めてい

きたい． 

 風速の減少においては，近藤の報告 16)と実測により樹林

からの風速減少距離を求めた上で試験皿の測定点を決定し，

防風林の風下における地表面熱収支の傾向を確認すること

ができる．これは，樹木や建物に囲まれた都市エリアの熱

環境の実態把握を行う際に，有益な方法になると考える． 
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５.結論 

 

本研究では緑地の日だまり効果について着目し，試験皿

の実験による水温と風速比の関係を抽出する簡易測定装置

を開発した．さらに，金沢城公園新丸広場を対象地として

日だまり効果の確認実測を行った．以下に得られた知見を

示す． 

(1) 試験皿による表面温度の実験より，風速の減少によっ

て水温の上昇に約 7℃の変化が確認された．風速比（弱風

点風速/強風点風速）が大きい地点では，風速比が小さい地

点と比べて表面温度の上昇が小さい．さらに，熱収支計算

より，風速が低い地点では，顕熱・潜熱輸送量が減少して

表面温度と地中伝導熱量が上昇する効果が確認された．よ

って，風速の変化により日だまり効果が発現することが示

され，簡易測定装置によって日だまり効果の傾向を捉えら

れることを確認した． 

(2) 日射量が大きく，水面（地表面）温度と気温との温度

差が 5℃以上の時，風速比と水面温度差の関係は指数分布

に沿って近似していることが確認された． 

(3) 金沢城公園新丸広場において風速の低減域を求めた．

新丸広場において，樹林が防風に働く場合，風速が最大と

なるのは樹高約 20m の北側樹林から 60～75m 程であるこ

とが確認された．この風下距離と風速低減域の関係は，樹

高も考慮されており，既往研究の風速低減域と傾向が一致

した． 

(4) 同広場において日だまり効果の確認実測を行った結

果，日射量が大きく樹林が防風となった場合に樹林に近づ

くにつれ，試験皿の水温が上昇する傾向が確認された．実

測日では，日射量が最大となった時間に 15m 地点と 75m

地点の水温差が 1.5℃となった．よって，樹林による防風効

果により日だまり効果が発現していることを確認した． 

 

 

注記 

注 1）実測結果より，乾燥土壌ではサーミスタ温度計と放

射温度計の結果に 1℃以上の差が得られた．放射温度計の

値を考慮すると，表面温度差ではさらに大きい温度差が生

じている可能性がある． 

注 2）金沢城公園は城址公園のため周辺より標高が高くな

っており，周辺都市部と比べて都市キャノピー層による風

速の乱れは小さいと考えた．夏季の風向の測定では，測定

時間内で金沢城公園内の風向は気象台の風向と概ね一致し

ていることを確認している． 
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